
令和5年度豊橋技術科学大学第3年次入学者選抜学力検査問題

注

専門科

1 試験開始の合図まで,この問題冊子と解答用紙を開いてはいけません。

事項

2 問題冊子の枚数は表紙,草稿用紙を含めて9枚です。

3

目

問題冊子とは別に解答用紙が7枚あります。解答は用紙の裏面にまわってはいけません。

4

( 5

問題は3問あります。全問解答してください。

5

士木工学)

解答にかかる前に,すべての解答用紙の所定の箇所に受験番号を記入してください。

6 解答は必ず各問題別の解答用紙の所定の欄に記入してください。

7 落丁,乱丁,印刷不鮮明の箇所などがあれば,ただちに申し出てください。

8 問題冊子の余白は草稿用として使用しても構いません。

9 試験終了時刻まで退出してはいけません。

10 問題冊子は持ち帰ってください。

意



( 叫 甜 油 鴬 )



[ 1]本問は(D,(2)の 2問からなる。すべての問いに答えよ

の数字①~⑧は各節点の名称を示し

部材の名称を示す。
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(2 ) 一様な曲げ岡小性三1を有するはりに関する次の設問に答えよ。

を計算する際に,軸力の影響およびせん断変形は無視する。

メント図は部材の引張仙Rこ描くものと t る。

ア.片持ちはりに図1-3のように鉛直荷重四が作用する場合の曲げモーメン

ト分布を図示せよ。また,固定端からの距離をχとして,たわみWに関する

弾性曲線方程式を示せ。さらに,荷重の作用点(右端)でのたわみδιとたわ

み角θιを求めよ。

イ.片持ちはりに図1-4のようにモーメントUが作用する場合の曲げモー

メント分布を図示せよ。また,固定端からの距離をχとして,たわみWに関

する弾性曲線方程式を示せ。さらに,荷重の作用点(右端)でのたわみδιと

たわみ角θιを求めよ。
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5のように,はりの中央に位置tるヒンジに鉛直荷重Pが作用する

曲げモーメントの分布を図示し,中央におけるたわみδι.を求めよ。,
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[ 2 ]本問は(1),(2)の 2 問からなる。 t べての闇いに答えよ 0

(1)図 2 -1 のような水槽の中に水が水深 h。まで入っている じオくi条とここι ,

は水表面から水槽底面までの距雛と t る。時刻 t=0で底の排水口の栓を抜いこ

て水を放出する。水槽内の水表面の面積 A (水槽の断面積)は常 疋レしこ
,

排水口の断面積をα上する。水深hのとき,排水口からの水の流出速度υが

イ.ムt時冏内に水深が厶hだけ減少すると,単位時闇
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(2)以下の文章の空欄に適切な語句または数式を記入せよ。

ア.経験則による平均流速公式として実用的に広く用いられるものに,以下

のシェジーの式(i)とマニングの式(ii)がある。

πはマ

イ.物体に圧力が加えられたとき,圧縮して体積が小さくなり

くなる性質を圧縮性という。この性質は圧縮率で評価され,

空気に比べて水の圧縮率は非常に[三三三1]。

υは平均流速, Cはシェジー係数, Rは1^,1.はエネルギー勾配,

ングの[三亙三1]イ系数である。

ウ.直径Dの管の中を平均流速Uで流体が流れている。この流体の動粘性係数

がνであるとき,レイノルズ数Reは次式で表される。

Re= 5

レイノルズ数は,流体に働く[三亙三ヨカと半占性力の比を表した無次元数で
ある。流速が徐々に速くなり,レイノルズ数がある限界値を超えると流れ

は[三豆三ヨから区亙ヨへ遷移する。
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[ 3 ]

(D 次の文章を読み,空欄に当てはまる最も適切な語句を解答欄に記入せよ。

同じ番号の空欄には同じ語句が入るものとする。

本問は(り,(2),(3)の 3問からなる。すべての問いに答えよ。

ア.工業化に伴う都市の拡大によって近代都市計画が誕生した。[1^が提
唱した近隣住区論は幹線道路で囲まれた小学校区をひとまとまりのコミュ

ニティとして捉えるもので,世界各国の郊外住宅地計画の基本原理となっ

た。近隣住区論を採用したアメリカの[Σ巨Σ]地区では,住区を幹線道路で

囲んだ[1巨Σヨと住区内の自動車の通り抜けを排除するクルドサックを組み

合わせた[1亙ヨ分離の[三巨ヨシステムを導入した。

イ.高度経済成長に伴って人口が都市に集中し,都市近郊の農地や緑地が無

秩序に開発される[三亙三1]現象が発生した。 1968年に制定された都市計画法

は,11^区域を市街化区域と市街化調整区域に線引きする区域区分や,
用途地域などを定める[三三三ヨ地区を用いて士地利用を制限する。

ウ.防災や災害復興においても都市計画が行われる。 1923年の[Σ亙三ヨ大震災
後の帝都復興計画や全国H5都市で行われた[三亙三ヨ復興都市計画では,士地
区画整理事業による被災地区の面的整備が行われた。 20Ⅱ年の東日本大震

災の被災地では建築基準法に基づいて[1^区域が指定され,建築制限や
高台移転が行われた。また,防災まちづくりの観点から,1^区域を含

む防災レッドゾーンは立地適正化計画のEli1亘ヨ区域から原則除外するこ
とになっている
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コニ 新型コロナウイルス感染拡大により,情報通信技術を活用し時間や場所

の制約を受けずに柔軟に働く[111亘Σ]ワークが進展したことで,どこでも働
ける環境が整い,働く場と居住の場の融合が進んだ。複数の用途が融合し

た職住近接に対応し,働く場と居住の場の選択肢が広がるような都市計画

への関心が高まっている。
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ある自治体では,地区A,地区Bにおいて,計60ha以上の工業団地整備事業を

行う計画を立てている。各地区の面積は,地区Aは70ha,地区Bは50haである。

各地区において工業団地整備事業を行った場合に要する費用は,1haあたり地

区Aでは 1億円,地区Bでは2億円が見込まれている。また,地区Aでは lhaあたり

50人,地区Bでは lhaあたり200人の新規雇用が見込まれるが,2地区の合計で最

低6000人の新規雇用を創出する必要があるものとする。以上の条件の下で,エ

業団地整備事業に要する費用.[億円]を可能な限り低く抑える方針である。地区

A,地区Bの事業面積をそれぞれχAlha], XB[ha]と表し,総費用を最小化する場

の地区A,地区Bの事業面積を最適な工業団地整備事業面積と呼ぶものとす合

次の設問

る 0

ア.地区A,地区Bの最適な工業団地整備事業面積を求める問題を数学的に定

式化したい。この問題の目的関数(総費用.[億円 1を与える関数)をχ'とχB

を用いて示せ。

イ この問題における全ての制約条件式を

ウ.地区A,地区Bのそれぞれの最適な工業団地整備事業面積を求めよ。また,

そのときの総費用を求めよ。
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(3 ) 次の文章を読み,空欄にあてはまる最も適切な語句を解答欄に記入せよ。

ア.トラバース測量の精度は,緯距と経距から計算される誤差を全測線長で

除した値である[1^で表される。

イ.道路の直線部と円曲線部の間に挿入される曲線は[Σ互1ヨと総称される。

ウ.1^交通容量は基本交通容量に現実の道路条件・交通条件に応じた補正
係数を乗じたものであるが,実際の道路の計画や設計においては,この値

に計画水準に応じて一定の係数を乗じた[Σ三1ヨ交通容量が用いられる。

エ.都市交通計画における標準的な交通需要予測手法である四段階推定法は,

まず地域全体の総交通量を予測した後,ゾーン別発生集中交通量,ゾーン

間[三亙三ヨ交通量,交通手段別交通量の予測を行い,最後にそれらを交通網に
割り当てて配分交通量を求める。
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